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令和７年度

第１回 いわき市部活動地域展開推進検討委員会

日 時：令和７年５月２３日（金） 14：30～

場 所：東分庁舎５階 大会議室
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１ 報 告 事 項



１

1－⑴ いわき市部活動地域展開推進検討委員会設置要綱の改定について



◎ 急激な少子化が進む中でも、将来にわたって生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保・充

実するのが改革の主目的。

※ 改革を実現するための手法を考える際には、学校における働き方改革の推進を図ることや良質な指導等を実現す

ることについても考慮。

○ 学校単位で部活動として行われてきたスポーツ・文化芸術活動を、地域全体で関係者が連携して支え、生徒の豊

かで幅広い活動機会を保障。

令和7年5月「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」最終とりまとめ 概要① 抜粋

２

いわき市の今後の方向性

「令和９年度以降の休日について、地域展開の達成を目指す」

⇒ つまり、『令和９年度以降、学校として休日の部活動は行わない』

※ 休日に運動・文化芸術活動を希望する生徒は、各自の判断により地域の団体で活動する。
※ 国の動向（ガイドライン）や中体連の動向を注視しながら、柔軟に対応する。
※ 平日における地域展開は令和９年度よりモデル事業として実施予定。ただし、可能な種目から

随時モデル事業を実施する方向で検討。（平日の取組みについては、今後検討していく）

1－⑵ 部活動の地域展開改革の理念

令和６年度第３回検討委員会において決定（令和７年３月11日開催）



Ｒ６実施種目 協力団体 実施期日 実施内容（参加人数） 指導者報酬

剣 道 いわき剣道連盟

●１回目：令和６年１０月２６日

●２回目：令和６年１２月１４日

●１回目：市内全域対象（６２人）
植田東中会場（指導者５人）

（兼職兼業：２人）
●２回目：南地区対象（１６名）

勿来一中会場（指導者５人）
（兼職兼業：１人）

●１回目
・指導者５人×４時間×１，６００円

＝ ３２，０００
●２回目
・指導者５人×４時間×１，６００円

＝ ３２，０００

合 唱
福島県合唱連盟
いわき支部

●令和６年１１月１６日 ●市内２地区に分けて開催
北地区（２４人）、南地区（１９人）計（４３人）

    アリオス会場 （指導者６人）
（兼職兼業５人）

●指導者６人×４時間×１，６００円
＝ ３８，４００

サッカー
NPO法人いわき
サッカー協会

●令和６年１２月２１日

●令和７年１月２５日→中止

●１回目：常磐地区での開催（２５人）
湯本一小会場（指導者５人）

（兼職兼業：０人）
●２回目：常磐地区での開催→中止

湯本一小会場（指導者５人）

●指導者５人×４時間×１，６００円
＝ ３２，０００

陸 上 いわき陸上競技協会

●１回目：令和６年１２月２１日

●２回目：令和７年１月１８日
→中止

●１回目：いわき市３地区での実施
・北地区：市陸上競技場会場（７９名）
・中地区：湯本一中会場（４０名）
・南地区：植田中会場（８４名）
（指導者２０人） （兼職兼業：２０名）
●２回目：いわき市３地区での実施

→中止

●指導者２０人×４時間×１，６００
＝１２８，０００

バスケットボール
いわき

バスケットボール協会

●令和７年１月１９日→中止 ●市内4地区での開催→中止
・好間中会場 ・内郷二中会場
・小名浜二中会場 ・磐崎中会場
（指導者１６人）（兼職兼業８人）

ソフトボール
いわき市

ソフトボール協会

●１回目：令和７年１月１９日
→中止

●２回目：令和７年１月２６日
→中止

●３回目：令和７年３月２日

●１回目：市全域対象→中止
●２回目：市全域対象→中止
●３回目：市全域対象：新舞子Ｇ

（指導者５名） （兼職兼業：１名）
●指導者５人×４時間×１，６００円
＝ ３２，０００

ソフトテニス
バドミントン

総合型地域スポーツクラブ

●１回目：令和７年３月１日

●２回目：令和７年３月８日

●１回目：小名浜一中
テニス部（２４名）、バドミントン部（２８名）

●２回目：小名浜一中
テニス部（２４名）、バドミントン部（３１名）

●派遣料（２回分）

３

1－⑶ 令和６年度 モデル事業実施内容



１ 現状報告
４月～ 令和７年度いわき市の方向性、モデル事業案について下記会議にて説明（参考資料Ｐ５）

・ ４月１１日（金）市中体連運営会議出席（横須賀、浦島、鯨岡アドバイザー）
・ ４月２５日（金）いわき市体育協会理事会出席（浦島、鯨岡アドバイザー）

２ 今後の予定について
５月～6月末

市体育協会の各協会、連盟、中体連専門部とスポーツ振興課、文化振興課、学校教育課
の事務局によるモデル事業実施に向けての具体的な方向性について合同協議を実施。

⑴ 各団体との説明・協議内容（参考資料Ｐ６）
① 令和７年度部活動地域展開の概要（市の共通理念、令和９年度までの方向性等）
② 予算の提示・実施方法・回数・実施予定日、会場確保等について
③ 参加生徒・指導者の概要について
④ 生徒、指導者の保険について
⑤ その他

⑵ １学期中には全種目の実施計画を作成し、市内全中学校に配付するとともに、生徒の
参加申し込みを開始する。（９月よりモデル事業開始予定）

８月 第２回部活動地域展開推進検討委員会にて令和７年度モデル事業の詳細について報告

３ その他 ① 令和７年度のモデル事業実施の詳細については、各学校に資料を配付するとともに、
後日オンデマンドにて配信予定。（夏期休業中に配信）

② 平日の地域展開においても実施可能な種目からモデル事業等の準備を進める。
４

1－⑷ 現状報告および今後の予定について



R７実施種目 協力団体 令和７年度実施予定内容（案）

剣 道 いわき剣道連盟

・市内５地区で実施
１地区２回実施 指導者４人×10回＝40人

継続

合 唱
福島県合唱連盟
いわき支部

・市内３地区で実施
１地区２回実施 指導者３人×６回＝18人 継続

サッカー
NPO法人いわき
サッカー協会

・市内４地区で実施
１地区２回実施 指導者３人×８回＝２４人

継続

陸 上 いわき陸上競技協会

・市内５地区で実施
１地区２回実施 指導者５人×10回＝50人 継続

バスケットボール
いわき

バスケットボール協会

・市内４地区午前・午後に分けて実施
年２回実施 指導者３人×16ヶ所＝48人 継続

ソフトボール
いわき市

ソフトボール協会

・市内一斉での実施
年３回実施 指導者５人×３回＝15人 継続

ソフトテニス
バドミントン

総合型地域スポーツクラブ

・委託事業 年３回実施

継続

野 球 いわき野球連盟

・内容は今後検討 R5生徒数390人
市内３～４地区で実施 年３回実施×指導者５人

＝１５人
新規

バレーボール
いわき

バレーボール協会

・内容は今後検討 Ｒ５生徒数 男子100人、女子380人
市内３～４地区で実施 年３回実施×指導者５人

＝１５人
新規

1－⑸ 令和７年度モデル事業実施案
※新規種目の野球・バレーボール以外の種目においても協会・連盟の積極的な意向があれば随時協議・実施の方向で検討する。

５



２ 協 議 事 項



６

２－（１）地域のスポーツ、文化芸術活動における環境整備について 地域展開の今後の見通し（案） 

 休  日 平  日 

学校部活動 地域団体 学校部活動 地域団体 

令和７年度 
・あり 

（モデル事業） 
・モデル事業実施 ・あり ・平日モデル事業構想 

令和８年度 
・あり 

（モデル事業） 
・モデル事業実施 ・あり 

・平日モデル事業実施計画策

定 

令和９年度 ・なし ・地域展開活動 
・あり 

（モデル事業） 

・モデル事業実施 

・暫定地域展開※ 

令和 10年度以降 

（タイムラグ） 
・なし ・地域展開活動 

・あり 

（モデル事業） 

・モデル事業実施 

・暫定地域展開※ 

令和 X年度 ・なし ・地域展開活動 ・なし ・地域展開活動 

※ 暫定地域展開とは、地域団体が休日及び平日の活動をしている場合、学校部活動に所属しない生徒が、正式に地域団体に所属して活動することと、

休日のモデル事業のみ参加する生徒が混在する状況を指す。 

２－⑴ 地域のスポーツ、文化芸術活動における環境整備について
地域展開の今後の見通し（案）



２－⑵ 令和６年度の課題への対応について（案）

【R６課題１】 受け皿の確保に向けて

◎ R６モデル事業のアンケート結果（保護者）から、会場が離れていることで「 送迎でき
ない可能性がある」といった課題が多くあげられた。

「将来にわたって生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保」すること
を基本にしたモデル事業を実施しながら検証を継続。

【提 案】

１ 今年度のモデル事業において、各協会、連盟に協力を依頼し、可能であれば市内各地域で
分散してモデル事業を実施し、送迎面での課題を検証（事後アンケートを含む）を行う。

２ 既存のクラブチーム・スポーツ少年団および、新たに設立を希望するするチーム等で受け
皿を確保し、いわき市内にどの程度のチームが受け皿となりうるかを検証するとともに、
令和８年度のモデル事業（プレ事業）および９年度以降の地域展開に参加してもらえる
ような仕組みを整える。

７



２－⑵ 令和６年度の課題への対応について（案）

【R６課題２】 人材（指導者）の確保

【提 案】

１ いわき市民（小中学校教職員含む）を対象に「地域展開人材バンク」を設置。モデル事
業や今後の休日の地域展開に向けた人材確保はもちろん、指導者としてどの程度の参加
希望があるのかを検証するとともに、今後継続的に活用する。

※ 令和８年度からは「地域展開人材バンク」を活用しての取り組みを実施。ただし、
令和７年度からの活用も視野に入れる。

【その他】 アンケート調査の実施

・ 生徒、保護者を対象としたニーズ調査アンケートを実施し、現状を把握する。

・ 各協会・スポーツ少年団・総合型地域スポーツクラブを対象とした、アンケート調査
を実施し、受入れ先の現状を把握する。

８



２－⑶ 令和７年度モデル事業における生徒の保険と対応について

○ 校長が部活動と認めれば保険適用 ※昨年度同様
「学校の管理下」ということ

「学校の管理下」とは
① 主体が学校であり部活動の位置づけで実施している場合

対 応 ① 令和６年度と同様に、「参加生徒名簿」を学校へ送付
② 参加生徒を常設部・特設部員として、一律に部活動所属生徒であると

学校長が認めた上で「部活動の一環として参加を承認」する参加承諾
書を市教委に送付してもらうことにより主体が学校であることとする。

② 学校の設置者等に委嘱された外部指導者の適切な活動の下に行われる部活動
対 応 ① モデル事業における指導者名簿を、各協会・連盟から市教委に送付。

② 今年度は全ての指導者を、「市教委が委嘱する」こととし、「委嘱状」
を各連盟・協会に送付する。⇒ 各協会・連盟から配付していただく。

９

Ｒ６年度モデル事業

学校所属部活動

Ｒ７年度モデル事業

部活動 無所属

同じ種目・競技

異なる種目・競技

興味ある種目・競技

興味ある種目・競技

常設部員として校長が認める

特設部員として校長が認める

特設部員として校長が認める

特設部員として校長が認める

同じ種目・競技
常設部員として校長が認める

日本スポーツ振興センターの保険適用



２－⑷ 令和７年度上半期 部活動地域展開モデル事業の運営スケジュール（案） 

月 推進検討委員会 事務局 学校・生徒 各協会及び実施団体 

５月 ２３日 第１回推進

検討委員会 

 

２３日 第１回推進検討委員会 

２３日～ 

・Ｒ７モデル事業実施日検討（協議） 

  

２３日～ 

・Ｒ７モデル事業実施日検討（協議） 

６月  ～３０日 

 ・Ｒ７モデル事業実施日・会場等決定 

 ・オンデマンド説明会制作 

３日～１１日 

 ・市中体連総合大会 

～３０日 

 ・Ｒ７モデル事業実施日・会場等決定 

７月  １日 

 ・Ｒ７モデル事業実施日・会場等集約 

１２日 

 ・各学校へＲ７モデル事業案内送付 

２２日～８／３１ 

 ・オンデマンド説明配信 

・部活動実施 

２日～４日・県中体連陸上大会 

１２日  ・吹奏楽コンクール支部大会 

２２日～２５日 ・県中体連総合大会 

２６日 ・吹奏楽コンクール県大会 

１日 

・Ｒ７モデル事業実施日・会場等事務

局へ報告 

８月  １８日 

 ・Ｒ７モデル事業参加申し込み期限 

２５日 

 ・学校、各協会、実施団体へ参加者一

覧送付 

 

 

２５日～ 

 ・一覧を受理し、参加承諾書作成 

 

 

２５日～ 

 ・参加者一覧をもとに受け入れ準備開

始 

９月  １日 

 ・参加承諾書受理 

６日～ 

 ・モデル事業実施（２月まで） 

～１日 

 ・参加承諾書を事務局に提出 

６日～ 

 ・モデル事業に参加（２月まで） 

 

 

６日～ 

 ・モデル事業実施（２月まで） 

 
10

２－⑷ 令和７年度部活動地域展開モデル事業の運営スケジュール（案）



資料２

参 考 資 料

日 時：令和７年５月２３日（金） 14：30～
場 所：東分庁舎５階 大会議室



memo

１

令和７年５月 地域スポーツクラブ活動ワーキンググループ
地域文化芸術活動ワーキンググループ



２



３





令和７年度 部活動地域展開モデル事業実施計画書

部活動の地域展開改革の理念

令和６年12月「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」中間とりまとめ（案）概要
（令和６年１２月地域スポーツクラブ活動ワーキンググループ 地域文化芸術活動ワーキンググループ）

○ 急激な少子化が進む中でも、将来にわたって生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保・充実するのが主目的。

○ 学校単位で行われてきたスポーツ・文化芸術活動を、地域全体で関係者が連携して支え、生徒の豊かで幅広い活動機会を保障。

○ 生涯にわたってスポーツや文化芸術と豊かに関わる力を身につけることを含めた、スポーツ・文化芸術の役割や意義も尊重。

※ 改革を実現するための手法を考える際には、教師の負担軽減を図ることや良質な指導等を実現することについても考慮。

令和９年度以降について（地域展開の将来像）

共通理念

9

① 子供たちのニーズに応じた持続可能なスポーツ活動を、地域を中心に推進していく。
② 教職員の働き方改革を推進するため、部活動指導等による多忙化解消の一助とする。

いわき市の共通理念

令和６年度モデル事業におけるいわき市の課題と解決に向けて

●課題の解決に向けて
① 受け皿の確保 ・市内各地域にスポーツ・文化芸術環境を整備し、送迎による格差をなくす。
② 指導者の確保 ・小中教員、市民の人材バンク登録制度の構築。

※ 今後具体的な課題解決案を検討

令和７年度 モデル事業実施案

「令和９年度以降の休日について、地域展開の達成を目指す」
⇒ つまり、『令和９年度以降、学校として休日の部活動は行わない』

※ 休日に運動・文化芸術活動を希望する生徒は、各自の判断により地域の団体で活動する。
※ 国の動向（ガイドライン）や中体連の動向を注視しながら、柔軟に対応する。
※ 平日における地域展開は令和９年度よりモデル事業として実施予定。ただし、可能な種目から随時実施する方向で検討。

令和７年度 モデル事業の主な変更点 ※令和６年度の反省をもとに、学校の業務負担軽減を考慮。

※ 新規種目の野球・バレーボール以外の種目においても随時協議・実施の方向で検討。

令和7年度の対応（案）令和6年度内 容

・いわき市内全中学生を対象・モデル事業対象種目の部活動所属生徒参加対象生徒

・参加生徒を全て部活動生徒の一員（特設部活動の
一員）と学校長が認めることで、全て振興センター
の保険適用とする

・モデル事業対象種目においては、部活動の
一環として実施する。

⇒ 日本スポーツ振興センター対応

保険について

・昨年同様、参加申し込み生徒名簿を学校に送付
◎学校業務の負担軽減として
①生徒名簿送付後の生徒個人への参加確認や学校
長からの承諾書の返送は行わない
②校長からの承諾書がなくとも日本振興センター
保険の適用可についての共有
※モデル事業対象部活動の生徒については、「部
活動の一環」として実施することを各学校で事前
に理解をいただく。

・参加申込み生徒名簿を事前に学校へ送付
し、情報共有を行うとともに、顧問から申し
込みされていない生徒へ声かけを行う

参加生徒確認方法

①将来を見据えた対応として、事故・怪我・緊急搬
送等については協会・連盟等、実施主体で対応す
る。
※事故・怪我発生時に登録された生徒の緊急連絡
先や学校関係者への連絡等を実施主体で対応する。
②参加生徒名簿（健康面のチェック等個人情報）を
実施主体にも送付し、情報共有を図るとともに、事
故・怪我の未然防止に努めてもらう。

・市教委指導主事がモデル事業に常時滞在
し、緊急時の対応を行う

緊急連絡体制●主な課題 【保護者】 ⇒ ・送迎面での不安 ・受益者負担 【指導者・関係者】 ⇒ ・指導者不足

① 令和７年度より、従来の「地域移行」という名称から『地域展開』へ変更。
② 令和７年度のモデル事業実施の詳細においては、後日オンデマンドにて配信・説明予定。
③ １学期中に各協会・連盟、中体連専門部等と令和７年度のモデル事業の打ち合わせを行い、２学期以降に各種目で実施予定。
④ 平日の地域展開においても可能な種目から準備を進める。

令和７年度のモデル事業 ⇒ 『令和９年度の休日の地域展開を見据えた事業の展開』
① いわき市の課題解決に向けて
② 実施主体（協会・連盟）を中心とした関係機関との更なる

連携の強化

その他・今後の予定について
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令和７年度 部活動地域展開モデル事業実施計画書

部活動の地域展開改革の理念

◎急激な少子化が進む中でも、将来にわたって生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保・充実するのが改革の主目的。
※改革を実現するための手法を考える際には、学校における働き方改革の推進を図ることや良質な指導等を実現することについても考慮。
○学校単位で部活動として行われてきたスポーツ・文化芸術活動を、地域全体で関係者が連携して支え、生徒の豊かで幅広い活動機会を保障。
○スポーツ基本法、文化芸術基本法で、地方公共団体による「地方スポーツ推進計画」、「地方文化芸術推進基本計画」の策定が努力義務と
されていることも踏まえ、各地域においてスポーツ・文化芸術施策を総合的に推進する中で、部活動改革も計画的に進められることを期待。

令和９年度以降について（地域展開の将来像）

共通理念

9

① 子供たちのニーズに応じた持続可能なスポーツ活動を、地域を中心に推進していく。
② 教職員の働き方改革を推進するため、部活動指導等による多忙化解消の一助とする。

いわき市の共通理念

令和６年度モデル事業におけるいわき市の課題と解決に向けて

●課題の解決に向けて
① 受け皿の確保 ・市内各地域にスポーツ・文化芸術環境を整備し、送迎による格差をなくす。
② 指導者の確保 ・小中教員、市民の人材バンク登録制度の構築。

※ 今後具体的な課題解決案を検討

「令和９年度以降の休日について、地域展開の達成を目指す」
⇒ つまり、『令和９年度以降、学校として休日の部活動は行わない』

※ 休日に運動・文化芸術活動を希望する生徒は、各自の判断により地域の団体で活動する。
※ 国の動向（ガイドライン）や中体連の動向を注視しながら、柔軟に対応する。
※ 平日における地域展開は令和９年度よりモデル事業として実施予定。ただし、可能な種目から随時実施する方向で検討。

●主な課題 【保護者】 ⇒ ・送迎面での不安 ・受益者負担 【指導者・関係者】 ⇒ ・指導者不足

令和７年度のモデル事業 ⇒ 『令和９年度の休日の地域展開を見据えた事業の展開』
① いわき市の課題解決に向けて
② 実施主体（協会・連盟）を中心とした関係機関との更なる

連携の強化

実 施 案項 目

予 算

会 場

市内市立全中学生（１～３年生）参加対象生徒

1回の練習会で●人を予定
※教員以外の指導者の確保を基本

指 導 者

【合同練習会】 計●回実施
北地区４回 ○○中～○○中
中地区４回 ○○中～○○中
南地区４回 ○○中～○○中
※参加人数が多いため３地区に分けて実施
※協会で考えている実施方法を確認

実施方法・回数

①令和 年 月 日（ ）
②令和 年 月 日（ ）
③令和 年 月 日（ ）
④令和 年 月 日（ ）

実施予定日

令和７年度なし受益者負担

日本振興センター保険生徒保険

現地集合・現地解散
※徒歩移動中の事故・ケガ保険は日本スポーツ振興センター
適用

生徒の送迎

各協会・連盟または各自加入すること
報酬予算確保

指導者保険
指導者報酬

令和７年度モデル事業の方向性
⑴ 部活動の一環として実施
⑵ 指導者を市教育委員会で委嘱
⑶ 「いわき市小中学校部活動運営方針」に則って実施
・実施日は土曜日または日曜日
・指導時間は3時間（後片付けも含めて４時間以内）
・事故、怪我発生時の対応等について共通理解を図る

その他

令和７年度 モデル事業（細案）

６

令和7年5月「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」最終とりまとめ概要① 抜粋
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